
聖書に記されている「供え物」についての表記の違い 
口語訳、新共同訳、聖書協会共同訳聖書による表記の違いを口語訳聖書から検証してみました。 

 
▶創世記 8：20 
ノアは主に祭壇を築いて、すべての清い獣と、すべての清い鳥とのうちから取って、燔

は ん

祭
さ い

を祭壇の上にさ

さげた。 
→新共同訳：ノアは主のために祭壇を築いた。そしてすべての清い家畜と清い鳥のうちから取り、焼き尽

くす献げ物として祭壇の上にささげた。 
→聖書協会共同訳：ノアは主のために祭壇を築いた。そしてすべての清い家畜と清い鳥の中から選んで、

焼き尽くすいけにえとして祭壇の上で献げた。 
 
▶出エジプト記 29：41 
他の一頭の小羊は夕にこれをささげ、朝の素祭および灌

か ん

祭
さ い

（→神の賛美、神への感謝、祈願、贖罪の目的

でぶどう酒または水を祭壇に捧げる）と同じものをこれに添えてささげ、香ばしいかおりのために主に

ささげる火
か

祭
さ い

としなければならない。 
→新共同訳：また、朝と同じく夕暮れにも、雄羊に穀物の献げ物とぶどう酒の献げ物を加え、燃やして主

にささげる宥め
な だ め

の香りとする。 
→聖書協会共同訳：もう一匹の小羊は、夕方、朝の供え物と同様に、穀物の供え物と注ぎの供え物を添え

て献げる。それは宥めの香り、主への火による献げ物である。 
 
▶出エジプト記 20：24 
あなたはわたしのために土の祭壇を築き、その上にあなたの燔祭、酬恩祭、羊、牛をささげなければなら

ない。わたしの名を覚えさせるすべての所で、わたしはあなたに臨んで、あなたを祝福するであろう。 
→新共同訳：あなたは、わたしのために土の祭壇を造り、焼き尽くす献げ物、和解の献げ物、羊、牛をそ

の上にささげなさい。わたしの名の唱えられるすべての場所において、わたしはあなたに臨み、あなたを

祝福する。 
→聖書協会共同訳：私のために土の祭壇を造り、その上で焼き尽くすいけにえと会食のいけにえとして

羊と牛を屠りなさい。私は、私の名を思い出させるすべての場所においてあなたに臨み、あなたを祝福し

よう。 
 
▶出エジプト記 29：14 
ただし、その雄牛の肉と皮と汚物とは、宿営の外で火で焼き捨てなければならない。これは罪祭である。 
→新共同訳：雄牛の肉と皮と胃の中身は宿営の外で焼き捨てる。これが贖罪の献げ物である。 
→聖書協会共同訳：ただし、雄牛の肉と皮と汚物は宿営の外で火で焼かなければならない。これは清めの

いけにえである。 
 
▶レビ記 5：15 
「もし人が不正をなし、あやまって主の聖なる物について罪を犯したときは、その償いとして、あなたの

値積りにしたがい、聖所のシケルで、銀数シケルに当る雄羊の全きものを、群れのうちから取り、それを

主に携えてきて、愆
け ん

祭
さ い

としなければならない。 



→主にささげるべき奉納物のどれかを過ってささげず、主を欺いて罪を犯した場合、その償いとして、聖

所で定められた支払額に相当する無傷の雄羊を群れから取って、主にささげ、賠償の献げ物とする。 
→人が背信の罪を犯した場合、すなわち、主の聖なるものに対して過って違反したなら、主への償いのい

けにえとして、羊の群れから査定額に見合う、聖所のシェケルで二シェケルの銀に相当する欠陥のない

雄羊を引いて行かなければならない。  
㊟上記の聖句は一例として記したものであり、すべての聖句ではありません。 
 
【参考】 日ごとの供え物 

 
【参考】 年ごとの供え物 

 
【参考】 贖罪日（レビ記 16 章）⇒大贖罪日の儀式 

大祭司はくじを引き、二匹の雄山羊の一匹を主のものと決め、贖罪の献げ物として、幕屋の祭壇の上で屠

る。その血を大祭司は、至聖所に持ち込み、贖いの座の上と前方に振りまく（＝至聖所のための儀式）。

他の一匹はアザゼル（「強い、ごつごつした」を意味するアズ＋「強大」を意味するエル）のものと決め、

罪の身代わりとして、この雄山羊の上に大祭司が手を置き、イスラエルの民のすべての罪責と背きと罪

とを告白する。そして、これらのすべてを雄山羊の頭に移し、荒れ野の奥に放たれる（係りの者の手で、

崖から突き落とした→贖罪の山羊：scapegoat＝scape/escape[逃げる]＋goat[山羊]）。 

→しかし、第二の幕屋（→至聖所）には年に一度（→大贖罪日）、大祭司だけが入りますが、自分自身の

ためと民の過失のために献げる血を、必ず携えて行きます（ヘブライ人への手紙 9：7）。 

→大祭司イエス・キリストが私たちのために献げられたことによって、すべての罪が赦され、私たちは完

全に罪からの自由、罪の結果としての死からの自由、神のために生きるための自由を与えられました。 
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